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第 2 章　「コトデ｣ と ｢コトカラ｣ ─原因理由表現における契機認識─












複文研究という本書の趣旨から見て，第 1 部〜第 3 部が本書の中心部分であることは確かだが，









































































































































































の第 1 部第 1 章「動詞テ形後置詞の分類と意味機能─機能的認定と様態的意味の諸相」である。
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複合辞研究史Ⅺ　複合辞の共時的記述研究　─田中寛の研究について―（松木）192
をともなって「底名詞」と動詞や形容詞が固定した連語的な



























































掲載されている。名詞性接続成分については，「第 1 部第 4 章　結果誘導節における発話意図─主
観的評価をめぐる一考察」「第 2 部第 3 章　“瞬間”と“同時”を表す複合辞─事態生起の偶発性と
恣意性の観点から」のそれぞれ一部として，＜名詞・デ＞＜名詞・ニ＞構造については，「第 2 部
第 2 章　擬似的な連体節と従属接続成分─ ｢理由で｣ ｢代わりに｣ ｢反面｣ などをめぐって」として，
＜ＸをＹに＞＜ＸがＹで＞については，「第 1 部第 3 章「“きっかけ”を表す構文─〈類義語〉と〈類
義文型〉についての一考察」として，また文末名詞文については，「附章　名詞述語文と“説明”の
モダリティ表現─ ｢ことだ｣ ｢ものだ｣ から ｢寸法だ｣ ｢毎日だ｣ まで」がほぼこの内容に相当している。



















第 2 章　条件と可能性・蓋然性のモダリティ─ ｢かもしれない｣ ｢かねない｣ とその周辺


















































































































































































































































































































































 （『日本語の研究』1 － 3）
松木正恵（1990）「複合辞の認定基準・尺度設定の試み」






 （『日本語の研究』7 － 2）
松木正恵（2012）「複合辞研究史Ⅹ　複合辞認定に対する問題提起と研究の方向性」
 （早稲田大学　教育・総合科学学術院『学術研究――人文科学・社会科学編――』60）
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